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〜法改正が⽬指す⽅向性とフォロワーシステムの実践から考える〜

⽀援付き意思決定が保障された未来像とは︖

会 場︓Zoom、YouTubeライブ配信による全国オンライン中継

対  象 ：成年後⾒制度や意思決定⽀援の動向に関⼼のある⾃治体、中核機関、社会福祉協議会、
   NPO/NGO職員、これらの活動に携わる専⾨職、障害のある当事者・団体、市⺠  等

定 員 ：オンライン⽅式 無制限

参 加 費：無料
  ※SDM-Japanサポーターへのご加⼊をぜひご検討ください！ → → → → → → →

                    https://readyfor.jp/projects/expressedwish

申 込 先： SDM-Japan 特設Webサイト（右記QRコード）→ → → → → → → → → → → →
https://sdm-japan.net/what-we-do/local-government-projects/symposium2025

締 切：2026年２⽉2⽇（⽉）

プログラム： 裏⾯に記載
 

主  催   ：⼀般社団法⼈  ⽇本意思決定⽀援ネットワーク（SDM-Japan）

2026年２⽉7⽇（⼟）13:00〜17:30 参加無料

フォロワーシステムを活⽤した⾼齢者・障害者の意思決定⽀援モデル事業

2025年度 意思決定⽀援
実践シンポジウム

障害者権利条約の批准以降、⽇本では本⼈の意思を起点とする⽀援への転換が求められています。2022年の国連審査
では、成年後⾒制度に依拠した「代⾏決定」への懸念が⽰され、⽀援付き意思決定の制度整備が強く勧告されました。
このような背景を踏まえ、現在は社会福祉法改正において「中核機関」や「新たな権利擁護⽀援事業」の法制化が検討
される重要な局⾯を迎えています。
⼀社）⽇本意思決定⽀援ネットワーク（SDM-Japan）はこのような動きと連動し、全国の⾃治体・団体と協働しな
がら、フォロワーシステムを⽤いた⽀援付き意思決定の地域実装に取り組んできました。フォロワー（意思決定⽀持
者）は、障害のある当事者を含む市⺠が、本⼈にとって「気の合う友⼈」のような関係性を築き、本⼈の⼼からの希望
や選好、価値観を⽀持しながら、本⼈と⼀緒にその思いを届けていく存在です。豊⽥市での先⾏実践に基づき、現在は
埼⽟県鶴ヶ島市、北海道津別町及び神奈川県相模原市など各地で、事務局や会議体の構築、フォロワー育成、事業評価
体制の整備その他継続的な活動を⽀える多様な取組みが進んでおり、制度では捉えきれない「関係性の⼒」が地域に新
たな可能性を⽣み出しています。
本シンポジウムでは、社会福祉法改正が⽬指す⽅向性と、各地で実践されているフォロワーシステムの実践を重ね合
わせながら、⽀援付き意思決定が保障された社会の未来像を多⾓的に検討します。今年度は、取材動画を交えて実践の
リアルを可視化し、制度化によって何を守り、何を広げるべきかを議論します。

【問い合わせ】 
SDM-Japan 事務局
info@sdm-japan.net
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プログラム ※登壇者（敬称略）及び内容については変更の可能性があります。

13:00〜13:10 【開会あいさつ・趣旨説明 】

名川 勝 ⼀般社団法⼈⽇本意思決定⽀援ネットワーク（SDM-Japan）代表理事

13:10〜14:35 【第⼀部】⿍談（85分）

テーマ：社会福祉法改正と⽀援付き意思決定 ―新たな権利擁護⽀援事業とフォロワーシステムの連動
登壇者：

⼤⼝達也 厚⽣労働省 社会・援護局 地域福祉課 成年後⾒制度利⽤促進室 成年後⾒制度利⽤促進専⾨官
⽊本光宣 特定⾮営利活動法⼈ユートピア若宮理事⻑
永⽥ 祐 同志社⼤学社会学部教授

コーディネーター：
⽔島俊彦 SDM-Japan副代表理事、成年後⾒制度利⽤促進専⾨家会議委員

主な論点：
・国モデル事業の設計思想と「新たな権利擁護⽀援事業」に向けた法改正議論の状況
・「新たな権利擁護⽀援事業」とフォロワーシステムとの接続可能性
・当事者視点からの制度化の期待と懸念

14:35〜14:50 【休憩】（15分）

※第１部アンケートのご協⼒をお願いします。

14:50〜17:20 【第⼆部】実践報告とディスカッション（150分）

14:50〜15:50 実践報告（60分）
⑴趣旨説明：映像で⾒るフォロワーシステムの実際

⽔島俊彦 SDM-Japan副代表理事
⑵各地からの実践報告
鶴ヶ島市、津別町、かながわ共同会各担当者×SDM-Japan担当ファシリテーター
・フォロワーの実践とフォロワーシステムの構築状況
・現在の課題と今後の展開 等

15:50〜17:20 パネルディスカッション（90分）
テーマ：フォロワーシステムは本当にどの地域でもできる？

    ―フォロワー等の活動によって、地域はどのように変わるのか？―
パネリスト：
安藤 亨 豊⽥市福祉部よりそい⽀援課地域共⽣・社会参加担当⻑
⼤瀧英樹 ⽣きづらさを抱えた当事者会「あいあらっく」代表
寺⼝祐司 新潟県社会福祉協議会主査
永⽥ 祐 同志社⼤学社会学部教授
花俣ふみ代 公益社団法⼈認知症の⼈と家族の会副代表理事
牧野郁⼦ 鶴ヶ島市社会福祉協議会主幹／鶴ヶ島市権利擁護⽀援センター

コーディネーター：
名川 勝 SDM-Japan代表理事

17:20〜17:25 【閉会あいさつ】

⽔島俊彦 SDM-Japan副代表理事

17:25〜17:30 【事務連絡】

※アンケートのご協⼒をお願いします

17:30  【 閉会】



 
 

1 
 

 

 

 

１ 趣 旨 

障害者権利条約の批准以降、日本では本人の意思を起点とする支援への転換が求められていま

す。2022 年の国連審査では、成年後見制度に依拠した「代行決定」への懸念が示され、支援付

き意思決定の制度整備が強く勧告されました。このような背景を踏まえ、現在は社会福祉法改正

において「中核機関」や「新たな権利擁護支援事業」の法制化が検討される重要な局面を迎えて

います。 

一社）日本意思決定支援ネットワーク（SDM-Japan）はこのような動きと連動し、全国の自

治体・団体と協働しながら、フォロワーシステムを用いた支援付き意思決定の地域実装に取り組

んできました。フォロワー（意思決定支持者）は、障害のある当事者を含む市民が、本人にとっ

て「気の合う友人」のような関係性を築き、本人の心からの希望や選好、価値観を支持しなが

ら、本人と一緒にその思いを届けていく存在です。豊田市での先行実践に基づき、現在は埼玉県

鶴ヶ島市、北海道津別町及び神奈川県相模原市など各地で、事務局や会議体の構築、フォロワー

育成、事業評価体制の整備その他継続的な活動を支える多様な取組みが進んでおり、制度では捉

えきれない「関係性の力」が地域に新たな可能性を生み出しています。 

本シンポジウムでは、社会福祉法改正が目指す方向性と、各地で実践されているフォロワーシ

ステムの実践を重ね合わせながら、支援付き意思決定が保障された社会の未来像を多角的に検討

します。今年度は、取材動画を交えて実践のリアルを可視化し、制度化によって何を守り、何を

広げるべきかを議論します。    

 

２ 日 時   2026 年２月７日 （土）13 時開会 17 時 30 分閉会 ※途中休憩含む 

 

３ 会 場   Zoom、YouTube ライブ配信による全国オンライン中継を行います。  

 

４ 対 象    成年後見制度や意思決定支援の動向に関心のある自治体、中核機関、社会福祉協

議会、NPO/NGO 職員、これらの活動に携わる専門職、障害のある当事者・団

体、市民 等 

 

５ 定 員   オンライン方式 無制限 

 

６ 参加費   無料 

※SDM-Japan サポーターへのご加入をぜひご検討ください！ 
https://readyfor.jp/projects/expressedwish 

 

７ 申込先   SDM-Japan 特設 Web サイト（右記 QR コード）  
https://sdm-japan.net/what-we-do/local-government-projects/symposium2025 

 

８ 締 切   2026 年 2 月 2 日（月） 

 

９ プログラム  裏面に記載 

 

10 主 催    一般社団法人 日本意思決定支援ネットワーク（SDM-Japan） 

 

1１ 問合せ   SDM-Japan 事務局 info@sdm-japan.net 

         

  

フォロワーシステムを活用した高齢者・障害者の意思決定支援モデル事業 

2025 年度意思決定支援実践シンポジウム開催要綱 

https://readyfor.jp/projects/expressedwish
https://sdm-japan.net/what-we-do/local-government-projects/symposium2025
mailto:info@sdm-japan.net


 
 

2 
 

プログラム  ※登壇者及び内容については変更の可能性があります。 

13:00～13:10 開会あいさつ・趣旨説明 

  名川 勝 一般社団法人日本意思決定支援ネットワーク（SDM-Japan）代表理事  

 

【第一部】鼎談（85 分）13:10～14:35 

テーマ 

社会福祉法改正と支援付き意思決定 ―新たな権利擁護支援事業とフォロワーシステムの連動 

登壇者 

   ・大口達也 厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課 成年後見制度利用促進室 

成年後見制度利用促進専門官 

   ・木本光宣 特定非営利活動法人ユートピア若宮理事長 

・永田 祐 同志社大学社会学部教授 

コーディネーター 

   ・水島俊彦 SDM-Japan 副代表理事 

成年後見制度利用促進専門家会議委員 

 主な論点 

    ・国モデル事業の設計思想と「新たな権利擁護支援事業」に向けた法改正議論の状況 

    ・「新たな権利擁護支援事業」とフォロワーシステムとの接続可能性 

    ・当事者視点からの制度化の期待と懸念 

 

【休憩】14:35～14:50（15 分） 第１部アンケートのご協力をお願いします。 

 

【第二部】実践報告＋ディスカッション（150 分） 14:50～17:20 

14:50～15:50 実践報告（60 分） 

⑴趣旨説明・映像で見るフォロワーシステムの実際 

 水島俊彦 SDM-Japan 副代表理事 

⑵各地からの実践報告 

鶴ヶ島市、津別町、かながわ共同会各担当者 × SDM-Japan 担当ファシリテーター 

 ・フォロワーの実践とフォロワーシステムの構築状況 

・現在の課題と今後の展開 等 

 15:50～17:20 パネルディスカッション（90 分） 

テーマ  

フォロワーシステムは本当にどの地域でもできる？ 

 ―フォロワー等の活動によって、地域はどのように変わるのか？― 

パネリスト 

安藤 亨  豊田市福祉部よりそい支援課地域共生・社会参加担当長 

大瀧英樹  生きづらさを抱えた当事者会「あいあらっく」代表 

寺口祐司  新潟県社会福祉協議会主査 

永田 祐  同志社大学社会学部教授 

花俣ふみ代 公益社団法人認知症の人と家族の会副代表理事 

牧野 郁子 鶴ヶ島市社会福祉協議会主幹／鶴ヶ島市権利擁護支援センター 

  コーディネーター 

名川 勝  SDM-Japan 代表理事 

 

17:20～17:25 閉会あいさつ 

 水島俊彦 SDM-Japan 副代表理事 

17:25～17:30 事務連絡  アンケートのご協力をお願いします。 

17:30  閉会  

 



 
 

3 
 

※zoom のご使用についてのお願い 

 本シンポジウムは zoom、YouTube を用いたオンライン形式にて開催いたします。参加に当た

っては、事前にお持ちのパソコンに zoom アプリをダウンロードし、下記の点についてご確認くだ

さいますようお願いいたします。 

・パソコンへの zoom アプリのダウンロードは以下 URL から行ってください。 

   【zoom】https://zoom.us/download 

・当日にネット回線が使えるスペース、PC、WEB カメラ(PC 内蔵の物で可)は各参加者にて確保

をお願いします。 

   

・zoom ミーティングの使用が初めての方は、以下 URL から接続テストを行ってください。 

   【zoom テスト】https://zoom.us/test 

   

・zoom の詳しい操作方法は、zoom ヘルプセンターの以下 URL からご確認いただけます。 

   【zoom ヘルプセンター】https://support.zoom.us/hc/ja 

 

 

https://support.zoom.us/hc/ja
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研修プログラム研修プログラムを体験された方体験された方の声

講演・研修講師講演・研修講師のご依頼、お問い合わせご依頼、お問い合わせはこちらこちら

一般社団法人 日本意思決定支援ネットワーク

運営事務局
〒305-8577 茨城県つくば市天王台1-1-1
筑波大学　名川 勝　研究室気付 　
TEL  
メール info@sdm-japan.net

instagram
@sdm_ japan

ぜひ、ごらんください！

Twitter

@JapanSdm

ホームページは

https://sdm-japan.net/

各種SNS
facebook
www.facebook.com/sdmjapan/

　この研修で学んだ印象的な考え方は「ご本人には意思が
ある、ということが前提」「支援者や保護t者が考える“最善
の利益”を押し付けない」「今と未来の話をする」「夢や希望
は大きく考える」等です。
　このような考え方を活用した面談や実践を行い、ご本人が
希望に向かって大きく動いたケースもありました。
　支援者が自信を持ってご本人の可能性を
信じることができるこの支援プログラムが、
今後もたくさんの広がりを見せて
くれることを期待しています。

相談支援専門員

大森 匠さん

　研修を受けて一番感じた事は、深い安心感に包まれると
いう感覚でした。
　自分の心からの希望を発見し、表出することが許される
存在である、という、深い自己肯定の思いです。
　この研修では、具体的でユニークな面談技術を用いて
ご本人の潜在的な希望を一気に表出させます。
自由な表現が十分に保証された会話は
実に建設的で、本人が支援者を
引っ張っていくパワーを感じます。
　ご本人の大きな力を発見するためにも、
実践する価値のある技術だと
感じています。

相談支援専門員

滝瀬 満里子さん

　あんなに丁寧に一つずつ、聞いてもらえた経験がなかった
ので、答える時に「あっ考えてなかった」とか、ちょっと戸惑う
ことが多かったので、今関わっている子どもたちにも
普段から自分の欲求とか考えとか
感情とか言えるような関わりが
できたらいいなと思いました。

放課後支援員

中島 直美さん

　初対面の人たちとワークショップをするのは緊張したんです
けど、気持ちが同じ方向を向いていて楽しいひと時でした。
　初級コースでしたので、トーキングマットを
使いこなす自信はまだなんですけれども、
階段の1段目に足をかけたような
嬉しい気持ちになりました。

県立学校教職員

和田 佐栄さん

とか
が

員

美さん

ども、

可能性を
ラムが、

員

ん

話は

めにも、

PSF 研修

Talking Mats 研修

は、障害のあるなしにかかわらず、
誰もが自信と誇りをもって、自分の思いを述べ、
心からの希望に基づいて意思決定することができる

社会を目指しています。

一般社団法人

日本意思決定支援ネットワーク
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現在、私たちは障害のある人などが、いつでも、どこでも、どんな場面でも
意思が尊重され、自ら意思決定を行う機会が保障されるような
環境をつくるための体制をつくる活動を行っています。
私たちの活動は、今後、日本における障害のある人などへの支援のあり方、
ひいては地域社会の人たちのかかわり方を変えていく可能性を持つものと考えています。

自分の
お金を使って
旅行をしたい

・福祉専門職向け、障害を持つ方の 
 ご家族等のスキルアップ研修（１～２日間コース） 
・入門編ワークショップ（半日コース） 
・意思決定支援ガイドラインについての研修 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

�意思決定支援についての講演会・研修プログラム講演会・研修プログラムの
ご提供
「自分のことは自分で決める」という権利を守ることの大切さや 
目の前の人の「心からの希望」を引き出すための 
ファシリテーションスキル（会話のスキル）などを学ぶ、 
体験型のワークショップです。 
皆様のご希望に合った研修プログラムをご提案します。

�̋揺れるこころを見える化する̋ 意思決定支援ツール「Talking Mats（トーキングマット）Talking Mats（トーキングマット）」のご紹介
意思決定支援の場面では、ご本人の選好や価値観を知ろうとする姿勢がとても重要です。
スコットランドで開発されたトーキングマットは、カードのやりとりを通じて、その人の好きなことや
嫌いなこと、その人にとって重要なことやそうでないことなどを引き出すことが可能です。
イギリスで研修を修了した日本人初の認定トレーナー率いるトーキングマットチームが、トーキング
マットの効果的な使い方を学ぶための研修やカードの購入方法等について情報提供をいたします。 
皆様のご希望に合った研修プログラムをご提案します。

トーキングマット日本上陸プロジェクトの最新情報はこちらをチェック!
 https://readyfor.jp/projects/talkingmats-children 

もしも自分が障害をもっていたとしても…
誰かに決められるのではなく、
私らしい意思決定に基づいて

自分の望む人生を最期まで全うしたい。

結婚したい

「あなたのことを知りたい」を求め続ける。
人が人を支援するとき「この人は何をしてほしいんだろう、どうしたら求めに応えた支援ができるのだろう」と
思いながら関わることを考えれば、意思決定支援とはとても基本的な取り組みなのだと言えます。 
そして支援するよりむしろ「あなたのことを知りたい」と求める姿勢が先に立つのではないでしょうか。
実際にその人の思いを理解するのは容易でなく、また意思決定支援の言葉が混乱している今だからこそ、 
その基本を確認し、日々関わっていくためのスキルを紹介・普及していくことが私たちの活動です。 
その人のwishをもっと知るために。

日本意思決定支援ネットワーク 代表理事　名川 勝

障害があることなどを理由に、
そんな当たり前の意思や希望が否定され、
得られるはずのチャンスを
奪われてしまっている人がいます。

�意思決定支援についての コンサルティングコンサルティング
（ご相談）
SDM-Japanには、障害がある方への支援や 
意思決定支援の専門家がいます。
（成年後見人、相談支援専門員、臨床心理士、 
    障害に関する教育・研究者、弁護士、 
    発達障害の親の会メンバーなど） 
私たちがみなさまのお力になれたら幸いです。

（商標登録番号　6296641・6296645）

WHO（世界保健機関）のICF（国際生活機能分類）
モデルにしたがって、自宅での過ごし方、外出先での 
過ごし方、セルフケア、仕事、お金の使い方、医療に
関することなど、様 な々テーマが設けられています。 
大人用のカードだけでなく、子ども用のカードも用意 
されています。

O（世界保健機関） CF（国際生活機能分類

」と

、

勝

障害をもってい障害をもってい
に決められるのではに決められるのでは

に基づに基づ決定決定しいしい
む人生を最期まで全

障害害
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自分の家で
暮らしたい
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https://sdm-japan.net/what-we-do/talking-mats159

祝祝・販売再開！ 今今だけ、感謝謝ののののののののの39,0000円！

サンキュープライス
キャンペーン
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